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はじめに 

メトラー・トレド株式会社製の自動融点測定

機 MP80（図 1）の概要、仕様、測定について紹

介します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

融点や融解範囲は、研究や品質管理で、幅広

い結晶物質の識別と純度の確認に使用されま

す。医薬品の前駆物質、化成品の原料、食品や

飲料の添加剤など、様々な結晶物質が対象にな

ります。本装置は、JIS K0064 など各種の標準

規格を遵守しており、透過光の自動検出により、

融点を高い信頼性で測定できます。 

 

仕様 

主な仕様は表 1 の通りです。本装置は、3 つ

のサンプルの融点を同時に測定できます。融点

以外にも、沸点、曇点、上昇融点を測定できま

す。これらも、物質の特性を調べる上で使用さ

れ、沸点からは、最適な処理温度の選択や理想

的な保管条件に関する情報が得られます。また、

水溶液が濁る温度の曇点からは、材料の最適な

性能が得られる設定温度範囲を確認すること

ができ、蝋状固体の融点である上昇融点からは、

化粧品や脂質などの一貫性に関する特性解析

が行えます。 

使用温度は、室温から 350 ℃であり、昇温速

度は、0.1-20 ℃/分の範囲で設定できます。ま

た、加熱・冷却サイクルが高速なため、短時間

で多くの分析が可能です。結果は測定直後に表

示され、最大で 50 件の結果が自動的に保存さ

れます。ビデオを利用してリアルタイムで測定

を観察することも、再生して結果を確認するこ

ともできるため、変色、透明点、分解温度など、

サンプルの挙動に関する情報も取得可能です。 

 

表 1 主な仕様 

同時測定数 

融点 

沸点/曇点/上昇融点 

 

3 サンプル 

2 サンプル 

温度範囲 室温-350 ℃ 

昇温速度  0.1-20 ℃/分 

結果の保存数 50 件 

 

測定 

操作は、カラースクリーンをタッチするだけ

で容易に行えます。メソッドを作成し、機器に

キャピラリーを挿入後、ワンクリックで測定が

開始され、後の操作は機器により自動的に行わ

れます。 
測定例として、安息香酸の結果を示しました

（図 2）。サンプルが融解する様子をビデオで

観察でき、同時に、温度と透過率のグラフを確

認できます。 

測定前後  

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 2 サンプル観察及び測定結果 

 

おわりに 

本装置は当センターにおいて、機器使用、依

頼試験、受託研究のいずれの支援メニューでも

ご利用いただけます。ただし、消耗品は依頼者

負担です。 

図 1 装置の外観 

No. 19-17 

キーワード︓融点、融解範囲、自動測定 

自動融点測定機 


